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団体設立の目的は？
井本：日本の 18 歳人口の減少の
影響は、学校経営のみならず、日
本の産業を支える労働力に大きな
影響をもたらします。しかし、今
の留学生の就職率の実態は、政府
や経済産業省、産業界には、ほ
とんど認識されていません。専門
学校等の教育機関だけで、この課
題に取り組んでいては、本来労働
力を必要としている産業界には伝
わりにくいですし、制度面の改革
も進まないのではないかと考えま
した。特定技能の制度が始まった
2019 年だからこそ、産学で協力
し、留学生を取り巻く実態の把握
と、改善に向けて提言していく団
体として 2019 年 12 月に発足し
ました。

具体的な取組みについて
大平：留学生に関する調査は、こ
れまでの文部科学省、厚生労働
省、または専門学校の各団体など
でも行われてきました。これらの
調査結果から全体の動向は把握で
きますが、留学生の就職状況に関
する課題がどこにあるのかは明確
になっていません。学歴による差

だけではなく、分野別の状況や、
受け入れる企業側の課題もあるか
もしれません。FORSA では、過去
の様々な機関による調査結果を集
約して分析し、さらにこれまで切
り込めていない項目について調査
をしていこうと計画しています。
そして、この結果を関連省庁とメ
ディアに向けて情報発信します。
特に経済産業省への情報発信は重
要だと思います。

企業や団体とは
どのような連携を？
井本：現在確定しているのは、国
民生活産業・消費者団体連合会（生
団連）という、27 団体、大手流
通・製造を中心とした 512 企業が
加盟する団体との連携です。生団
連は、重点課題 4 つを掲げ委員会
を設置しており、その一つが「外
国人の受入れに関する委員会」で
す。この委員会に、FORSA として
も参加し、今後調査に関しても連
携していく予定です。この他にも
様々な業界団体、企業との連携を
拡げ、各業界に求められる外国人
材のスキルの具現化もしていきた
いと思っています。

留学生の地域定着について
大平：専門学校は各地域で活躍す
る職業人を輩出することが使命で
すから、留学生にも地域に定着し
てもらいたいと考えています。そ
のためには、受入れる企業側も社
内の制度や意識を変えていかない
といけないでしょう。地域企業に
対しても情報発信をしていくこと
が重要だと思います。また、生活
支援に関して各地の NPO 等の団
体との連携も必須。課題が多数あ
りますが、新しい流れを作ってい
きたいです。
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留学生が日本で就職し活躍できる環境を産学で取り組む

一般社団法人外国人材活躍推進協議会 発足
外国人留学生が増え続ける中、日本で就職したいと希望をもって留学してもビザの問題等で就職
できない学生が、専門学校生においては約８割という現実がある。この課題に産学が連携して
取り組むという一般社団法人外国人材活躍推進協議会（Council for Foreign Student to Play the 
Active Part in Japan 略称FORSA）の理事長 井本浩二氏と副理事長 大平康喜氏にお話を伺った。
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（左）井本浩二氏
（一社）外国人材活躍推進協議会 理事長

（右）大平康喜氏
（一社）外国人材活躍推進協議会 副理事長

FORSAは、TCE財団の検定事業に賛同します。
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■本誌記事内容に関するお問い合わせ
【専門学校と経営】事務局

〒105-0003　東京都港区西新橋 2-9-6  ヤノデンビル 6F  （株式会社ビーアライブ 内）
［TEL］ 03-3597-1885　［Mail］ setten-info@sgec.or.jp　［URL］ http://setten.sgec.or.jp/

協力：一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団（TCE 財団）事業部事業課 検定試験センター

●【専門学校と経営】は、TCE 財団の検定事業（J検・B検）と連携して、専門学校の産学連携を促進する様々な取組について情報発信しています。

http://jken.sgec.or.jp/URL

http://bken.sgec.or.jp/URL

第4回セキュリティコンテスト最終審査会 結果報告

第8回Ｔシャツデザインコンテスト優秀賞発表

MBSD Cybersecurity Challenges 2019

専門学校生対象 Spring & Summer 2020

【専門学校と経営】事務局

T シャツデザインコンテスト事務局
TEL　03-3597-1885
Mail　jmcontest@setten.sgec.or.jp

お問い合わせ

お問い合わせ

最優秀賞「0xDEADBEEF」　ECC コンピュータ専門学校

第 2 位「0>ping 78.75.72.83」
日本工学院北海道専門学校

第 3 位「村上製作所」
新潟コンピュータ専門学校

専 門 学 校・ 高 等 専 門 学 校 対 象 の
セキュリティコンテスト「MBSD 
Cybersecurity Challenges 2019」
最終審査会が、2019 年 12 月16 日
に開催されました。エントリーが

「Spring & Summer 2020 T シャツ
デザインコンテスト」の優秀賞が決
定しました。第 8 回となる今回は
737 作品のエントリーがあり、プロ
のバイヤーによる審査の結果、25

あった全国 29 校、76 チームの中
から書類審査で選ばれた 10 チーム
によるプレゼンテーションが行わ
れ、審査の結果、下記の 3 チーム
が受賞。今回の課題はかなりの難問

作品が優秀作品として選出されま
した。優秀賞受賞作品は 4月以降に
ジーンズメイト各店舗、およびオン
ラインショップで T シャツとして販
売されます ！

でしたが、各チームの健闘に称賛の
声があがりました。チームメンバー
全員には豪華賞品が贈られました。
受賞されたチームの皆様、おめでと
うございます！

主催：三井物産セキュアディレクション株式会社

後援：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団
　　　一般社団法人全国専門学校情報教育協会

三井物産セキュアディレクションは、TCE財団の検定事業に賛同します。

［ 優秀賞 受賞校 ］
 ● 秋田コア ビジネスカレッジ
 ● 穴吹情報デザイン専門学校
 ● 出雲コアカレッジ
 ● 専門学校 青山ファッションカレッジ
 ● 外語ビジネス専門学校
 ● 近畿コンピュータ電子専門学校
 ● 倉敷ファッションカレッジ
 ● 国際理工情報デザイン専門学校
 ● 佐賀コンピュータ専門学校
 ● 専門学校 中央情報大学校
 ● デジタルアーツ東京
 ● 専門学校 東京テクニカルカレッジ
 ● 長野平青学園
 ● 新潟デザイン専門学校
 ● 船橋情報ビジネス専門学校
 ● 町田・デザイン専門学校
 ● 専門学校山形 V. カレッジ
 ● 山脇美術専門学校
 ● YIC キャリアデザイン専門学校
 ● YIC ビジネスアート専門学校
 ● 和歌山コンピュータビジネス専門学校

応募総数 737 作品の中から 25 作品が T シャツとして商品化が決定 !!




